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土地の私有化に着手

鯉 渕 信 一

概 況

年 月，モンゴルは社会主義体制を放棄して民主主義を理念とした新しい

憲法を施行してから 周年を迎えた。しかし皮肉にも， 年前の憲法制定に当っ

て中心的役割をになった民主党などの勢力はすっかり弱体化してしまい，記念行

事の主役は民主化運動の敵役でもあった人民革命党であった。

現在，国会（国家大会議）は人民革命党の圧倒的多数の下にあり，またバガバン

ディ大統領も人民革命党出身であり，地方議会もほとんどが人民革命党によって

占められている。こうした盤石な人民革命党勢力を背景に，エンフバヤル政権は

積極的に政治，経済運営に取り組み，民主化以降の懸案であった土地の私有化，

大企業の民営化，税制はじめ各種法律，制度の改正，社会秩序の確立などを押し

進めた。

経済面では，一昨年，昨年に続いて 年連続の雪害に見舞われ死者 人，家畜

万頭近くの死亡，全家畜を失った世帯 戸余という甚大な被害を受けた。

また全国土の ％余に及んだ夏の厳しい旱魃で穀物の収穫が史上最悪となり，さ

らに旱魃が誘因した森林・平原の火災が各地で発生し，その被害は 万 に及ん

だ。こうした自然災害という不測の事態があったが，積極的な経済運営で GDP

成長率は目標値に近い ％を達成し，工業生産成長率も ％を確保した。また

インフレ率は ％とほぼ安定し，失業率は ％に低下というように，経済はお

おむね順調であったといえる。

対外関係面では，国内の経済発展に向けての諸外国との経済協力関係の強化は

もとより，モンゴル自身の国際的地位の向上に向けて積極的な外交活動を展開し，

一定の成果をあげた。とりわけエンフバヤル首相の中国訪問や東南アジア歴訪，

カシヤコフ・ロシア首相の来訪などにみられる活発な外交が注目された。また日

本との間には外交関係樹立 周年というイベントがあり，ますます協力関係が拡

大した。

概 況
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年のモンゴル

安定した政治状況

年はモンゴルの内外政治，経済情勢が比較的安定した 年であった。

例えば，モンゴル最大の日刊紙 ゾーニー・メデー が列挙した以下のような

モンゴル十大ニュース （ 月 日）などからも，その平穏ぶりが見てとれる。

アメリカ・スイス企業連合体による貿易開発銀行の買収， アナン国連事務総

長の来訪， 土地私有化法の制定， 国土の ％余りが旱魃，史上最低の穀物収

穫， ダライ・ラマの来訪， プレブバートルの世界レスリング大会銀メダル，

アジア大会金メダル獲得，朝青龍の大相撲優勝，大関昇進などスポーツ界の活躍，

ロシア国境のアルタンボラグから中国国境のザミン・ウデまで光ケーブルの設

置完了， 外国在住モンゴル学生がウランバートルで初の集会， チンギス汗生

誕 年記念祭開催， 外国投資家会議開催，会議後 カ月間に外国からの投資

が 万 に達する（なお数字は順位ではない）。

また民主勢力系の日刊紙 ウドリン・ソニン の十大ニュースをみても，土地

私有化に反対したトラクターのデモや ウグ 紙編集長に対する有罪判決を言論

の自由抑圧の視点で取り上げているが， から 番までは同じ事項があがってお

り，大きな政治，外交問題などは見当らない。

国内政治の面では，国会議員の死亡による 度の補欠選挙が行われただけで，

政権を揺るがすような政治的に大きな問題も起こらず，社会，マスコミを騒がす

ような事件もなかった。

エンフバヤル政権はこうした政治的安定を背景に土地法，土地私有化法をはじ

め刑法，裁判法などの司法関連諸法，あるいは民法，教育法，国家公務員法など

の制定あるいは改正作業を進めた。また最優良企業の一つである貿易開発銀行を

完全私有化し，アメリカ・スイスの企業連合体に売却したのをはじめ，農牧畜銀

行，MIAT（モンゴル航空）などの民営化作業を具体的に開始し，また学校や医療

施設などの社会部門も民営化のスケジュールに乗せた。

政党の動き

年にモンゴルでは 度の国会議員補欠選挙が行われたが，いずれも人民革

命党の圧勝であった。第 選挙区補欠選挙（ 月，ボルガン県の ソム）では ・ウ

国 内 政 治



ブグンフーが ％の得票を得て，民主党の ・バトウール（ ％）や共和党の ・

ジャルガルサイハン（ ％）を破り，また第 選挙区補欠選挙（ 月，トゥブ県の

ソム）では ・バトボルド（ ％）が民主連合の Do・ガンボルド（ ％）に大差

をつけて破り当選した。バトウールとガンボルド（元国会副議長）は民主連合の重

鎮，ジャルガルサイハンは共和党党首でボヤン社社長，いずれも知名度抜群であ

ったが，結局人民革命党の勢いの前に屈した。

こうした強大化する人民革命党勢力に対して，野党側はなす術もなく手をこま

ねいている状態である。危機感を募らせてはいるが，しかし内部の権力争いから

生じた 年のエンフサイハン政権崩壊以来の分裂状態がいっこうに解消されな

いままである。

例えば最大野党である民主党では党首交替要求がくすぶり続けており，正式な

幹部会でも党首交替要求が出されたりした（ 月）。結局，現党首のドルリグジャ

ブが続投することになったが，幹部会では元首相のアマルジャルガルが強いドル

リグジャブ批判を展開するなどして党首交替の賛否が 対 と党を二分するとい

う厳しい状況であった。結局，党首問題の最終決着は先送りされたが，波乱含み

という状況である。

一方，国民勇気党と共和党が合併し，新党名に共和党を継承し，党首には国民

勇気党党首の ・オヨンを選出して新たな展開を図ったが大きな力にはなってい

ない。

民主党が中心となって 月 日にはスフバートル広場で 人規模の反政府集

会を行ない，選挙公約の実行，賃金，年金などの引き上げ，情報出版の自由保証，

汚職追放など 項目を要求したが大きな影響を及ぼすには至らなかった。また土

地私有化法に反対し， 月 日には農民に呼びかけて， 農民にも土地を与えよ，

今戦わないと手遅れになる とのスローガンを掲げてトラクター 数台をスフ

バートル広場に 週間並べるというデモを行ったりした。

月 日にも同様のデモを展開したが，この運動は社会にインパクトを与えは

したが，しかしあまりに唐突で違法性の強い運動であったために国民の賛同はほ

とんど得られず，違法を理由に警察によるトラクターの強制撤去で幕切れすると

いう中途半端なもので終わってしまった。しかも人民革命党側に民主党自身の主

張の矛盾，民主党幹部の不法土地占有実態，政権掌握時代の権利の濫用などを追

求されて守勢にまわってしまった感さえある。

いずれにせよ盤石な人民革命党政権に対して，野党側は相変わらずリーダーな
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き対立構造から脱却できず，政権打倒の戦略も描けず，容易に攻撃の糸口も見出

せないでいる。

土地私有化法の制定

政権 年目を迎えたエンフバヤル首相は， 年 月に国会で採択された政府

活動計画に沿って，次々と重要施策を押し進めている。

特に注目される動きとしては，第一に前述した土地法および土地私有化法の制

定があげられる。これは国有財産私有化の一環で，国民個人を対象としたものと

しては牧畜民への家畜の私有化（ 年），都市部を中心とした住宅の私有化（

年）に続くものである。

これまでモンゴルには遊牧という生産形態の特徴から歴史的に土地の私有とい

う概念はなく，新憲法施行後に何度も議論にのぼりつつも具体化には踏み込めず，

世論調査などでも土地の私有化には根強い抵抗があったことを考えると，極めて

重要な選択となった。単に国有財産の私有化による経済の活性化といった意味合

いを超えて，伝統的なモンゴル人の価値観をも大きく変えることも想定され，家

畜や住宅の私有化とは比較にならない重大な社会的意味を持つものである。土地

の分割私有化による環境問題も懸念されている。

私有化の方法は，世帯単位でウランバートル居住者には 世帯当たり ，

県のセンターは ，郡のセンターおよび村は をそれぞれ無料で私有に

供し，また農業目的については有料で別途優先的に売却する等々，というもので

ある。

年 月から施行ということになっているが，未解決，不明確なさまざまな

問題を抱えており，また関連細則，私有化する地域の確定，税制なども明確にな

っていない。民主党など野党側は，世帯単位では構成員数の多少で不公平が生じ

るので個人を対象にすべきだとの主張を展開したりしているが，いかに公正，公

平な私有化ができるかが大きな課題となっている。

法律，制度の整備

民主化から 年余，制定あるいは改正が迫られている法律は多数にのぼるが，

年にも土地法，土地私有化法（ 月）をはじめ，いくつかの重要な法律が制定

あるいは改正された。例えば刑法，刑事訴訟法（ 月），民法（ 月），教育法，初

等・中等教育法（ 月），軍事に関する法（ 月），弁護に関する法（ 月），自由地

年のモンゴル
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域法，アルタンボラグ商業自由地区の権利に関する法（ 月），裁判法，検察法

（ 月）等々がそれである。

教育法の改正では， 学年期から義務教育を現在の 年制から 年制に，

またこれまで 年制卒業後 年間の高等学校教育を加えて 年制とし， 年制卒

業をもって大学入学資格を与えていたのを， 年制に 年加えて 年制とするこ

とになったのが注目される。

またこれまで入学年齢を 歳としていたのを 歳入学に統一した。現状で

の 歳入学児童は都市部で約 ％，地方では ％という状況である。遊牧生

活者の児童は親元を離れて寮生活を余儀なくされるため，これまで地方での 歳

入学率が低かったわけだが，これをどう解決するかの問題が残っている。

マクロ面で成長を維持

年のモンゴル経済は 年以来のプラス成長をいかに維持，発展させるか

が最大の課題であった。そして基本指針として経済，社会の構造改革を進め，財

政，金融面からの国内産業支援強化，対外貿易の拡大を図ることで GDP 実質成

長率を ％とすることが掲げられた。またこうした国内産業の活性化，輸出振

興によって GDP に占める工業部門の比重を ％にまで引き上げることが目標

として掲げられた。

エンフバヤル首相は国民に向けた新年メッセージの中で（ 月 日），こうした

年の経済，社会政策の成果を総括し，経済刷新面で政府が進めてきた政策は

具体的成果を得ることができたと述べ，特に経済活性化の中心となる財政システ

ムや税制度を刷新し，都市と地方の経済格差を縮小させるための施策を推進し，

大型企業民営化の準備作業に着手し，土地の私有化に道筋をつけたことなどが大

きな成果であったと強調した。

また 月にはウランバートルで第 回モンゴル支援国会合が カ国， 国際機

関の参加を得て開催されたが，そこでは総額 億 万 の借款，援助が表明さ

れるなど国際支援の枠組みも継続された。

年のモンゴル経済は，目標値は完全には達成し得なかったものの，マクロ

面ではおおむね順調に推移したといえる。国家統計局の速報値によれば，昨年，

一昨年に引き続いての甚大な雪害，旱魃被害で家畜が 万頭死亡し，作物収穫

経 済



も軒並み減少するという農牧畜業の不振，また主要輸出品である銅精鉱や梳毛カ

シミヤの国際市場価格の下落による貿易収支の赤字増加などはあったが， GDP

成長率はほぼ目標に近い ％を確保した。工業総生産は ％増を確保し，うち

製造部門は ％増と大幅に増加した。またインフレ率は ％の上昇でほぼ安

定した状態にあり，失業率も ％への低下をみた。オラーン財政・経済相は国

会での経済報告の中で， 牧畜業の自然災害がなければ，GDP 成長率は ％

に達したはず と述べている。

前年比で税収入が ％増加したほか，外貨準備高が ％増となり，昨年は

前年比 ％の減であった定期預金残高が ％の増に転じ，金融機関の不良債権

も ％から ％に減少するなど，財政，金融部門の改革が多少とも進んでいる

ことをうかがわせた。

年連続の雪害，旱魃被害

今年もモンゴルは雪害，旱魃の自然災害に見舞われた。 年から 年連続の

大きな被害であり，その経済全体へのダメージは大きかった。平年の場合，自然

災害による家畜死亡率は家畜総数のほぼ ％であるが， 年が ％，

年が ％，そして今年は ％もの家畜が死亡したのである。

国家統計局の速報値によれば，今年の雪害は死者 人，家畜死亡 万頭，全

家畜を失った世帯 余， ％以上の家畜を失った世帯が 万 （ 月 日）と

いう甚大なものであった。

万頭の死亡という史上二番目の被害を被った昨年より 万頭少ないとはい

え，家畜総数は 万頭台にまで落ち込んでしまった。これは牧畜不振が続いた

， 年代の水準であり， 万頭という子家畜育成数に至っては 年代の

低い水準である。

年の災害の特徴は，牛の死亡が前年に比較して大幅に減少したのに対して，

羊，ヤギの小型家畜の死亡が増加したことであった。また地域的には前年の被害

がアルハンガイ県，ザブハン県を中心に全国規模であったが，今年は特にバヤン

ホンゴル，ゴビアルタイ両県の被害が甚大で，他にホブド，ウムヌゴビ，ウブル

ハンガイ，ウブス，バヤンウルギーの各県に被害が集中した。バヤンホンゴル県

では家畜総数の ％，ゴビアルタイ県では ％もの家畜を失った。フブスグ

ル県，ザブハン県は昨年大きな被害を受けたが，今年は辛うじてまぬがれた。

全国土の ％余に及んだ夏の旱魃は，農業部門に深刻な影響を与えた。総作付

年のモンゴル



け面積は増加したもののヘクタール当たりの収穫は最低で，穀物（主に小麦），馬

鈴薯，食用野菜などの主要作物収穫量は軒並み前年を下回り，すべてが史上最低

水準であった。特に穀物収穫は 年平均収穫量の ％， 年代半ばの

％にも満たないという状態であった。いかに旱魃が激しかったかが推測できる。

この旱魃は全国的な森林・平原火災につながり，被害は 万 に及んだ。こう

した農業不振の状況を受けて，政府は昨年からのウブス，ホブド，バヤンウル

ギーなど西部各県に対する小麦粉輸入税免除措置の延長， 億 にのぼる雪害支

援金の交付（ 月 日），また各自治体首長に対しては 項目にわたる具体的な越

冬準備作業指示などを行った（ 月 日）。

民営化の推進

積極的な民営化促進がはかられているが，貿易開発銀行の外資企業への売却な

どはその象徴的な動きであった。アメリカ・スイスの企業連合体が貿易開発銀行

の ％の株を 万 で取得し経営権を握ったのである（ 月 日）。貿易開発銀

行はモンゴルに 行ある商業銀行のうちでもっとも外国取引高の大きい銀行であ

り，優良外資企業への売却が信用拡大につながり，モンゴルの経済発展に資する

ことが期待されている。

農牧畜銀行やMIAT（モンゴル民間航空）の民営化準備も進んでいる。農牧畜銀

行の民営化はゴロムト銀行，伊藤忠とモンゴル企業の企業連合体，ロシアのアリ

ファ銀行などが入札資格審査を終え（ 月），またMIAT もアメリカ，イギリス，

アイルランドなど 社の入札資格審査を終え（ 月）， 年早々には入札を行う

準備が進んでいる。

また 月には社会部門の民営化基本方針が出され， 月には 年まで

の民営化リスト（ウランバートル大学，国立大学オルホン分校，ウランバートル建設

学校，国立サーカス，ホジルト鉱泉保養所など 機関余）が発表された。

年からは社会部門の本格的民営化が開始されることになる。

モンゴルを取り巻く国際環境には大きな変化はなく，安定した状況にある。

年も 政府活動計画 （ 年 月策定）に沿ってロシア，中国などの近隣諸

国，欧米，日本などの先進諸国，韓国や東南アジア諸国などとの協力関係強化を

対 外 関 係
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積極的に推進した。

とりわけエンフバヤル首相の中国，ドイツ，東南アジア歴訪，バガバンディ大

統領のスイス，ウクライナなどの歴訪，トムルオチル国会議長の日本，ヨーロッ

パ連合など歴訪，またトルコのセゼル大統領やロシアのカシヤノフ首相，アナン

国連事務総長，ボリフェイソン世界銀行総裁らの来訪などが注目された。

対ロシア関係

モンゴルにとって対ロシア関係はきわめて重要で，政府も 政府行動計画 の

中で最重要国として位置づけている。両国関係は 年以降のモンゴルの民主化，

旧ソ連の崩壊などの情勢変化の中で社会主義時代の緊密さが薄れて，さまざまな

分野の交流が進む中国に大きく水をあけられてきたが， 年 月のプーチン大

統領の来訪を機に，大幅な改善が図られてきた。

ロシアとの関係では，カシヤコフ首相の来訪（ 月 日）が特記される。カシヤ

コフ首相の来訪は，外務省，大蔵省などの次官クラスを伴ったほかに，ドラチェ

フスキー・シベリア連邦管区大統領全権代表，ラプシン・アルタイ共和国首相，

ポタロフ・ブリヤート共和国大統領，オールジャク・トゥバ共和国大統領，ゲニ

アトリン・チタ州知事といったモンゴル周辺地域の首脳が同行するという，これ

までにない特徴的なものであった。

これはプーチン大統領の訪問以後にモンゴルとロシアとの国境周辺地域ではさ

まざまなプロジェクトが進行しており，その一連の動きを支援し，モンゴルとシ

ベリアおよび極東地域との協力関係を一層強化しようというロシア側の強い意図

が読み取れる。

カシヤコフ首相来訪の際には，両国間経済・通商協力議定書，モンゴルの対ロ

シア債務返済調整議定書，領事協定，国境調査諸文書（ 年）の批准に関

する協定， 年度保健，医療事業協力議定書，スポーツ・観光事業協力協

定等々，さまざまな文書の調印があったが，特に長年の懸案であったモンゴルの

対ロ債務問題の解決に道筋がつけられたこと，エルデネト銅鉱山はじめ合弁企業

の強化，インフラ発展，石油開発，電力輸送などへのロシア側の積極的な取り組

みが表明されたことなどが注目された。

また一連の会談後に記者会見したカシヤコフ首相は，エルデネト，モンゴル・

ロスツベトメット，ウランバートル鉄道などの合弁企業の一層の強化を目指すこ

と，モンゴルにおける石油開発，電力事業，道路建設などに参加の可能性がある

年のモンゴル



ことなどを強調し，モンゴルの経済開発に積極的に関わっていく姿勢を表明した。

また両国間の長年の懸案であったモンゴルの対ロシア債務返済問題に関しては，

早急な解決が必要としたうえで， 債務返済には多様な形態があっていい とし，

合弁企業の株買収方式なども視野に入れていることを示唆した。

この他にも両国間にはさまざまな交流が進んだが，シベリア周辺地域との交流

面だけでも以下のような活発な動きがみられた。

例えば，ガンゾリグ産業・通商大臣がチタ州を訪問し，ボルド（チタ州） チョ

イバルサン間鉄道の改修協力，鉱物探査協力，ドルノド県との保健・医療協力，

モンゴル側からの石炭供給，留学生派遣などに合意し（ 月），アルタイ共和国代

表団の来訪では地方の暖房設備，電力供給，食料供給，地域間の留学生など人材

交流の協力問題を協議した（ 月）。トゥバ共和国代表団の来訪時には，特に国境

地帯における犯罪防止（家畜泥棒，麻薬，武器などの密売等）などの協力問題が話し

合われた（ 月）。またイルクーツク市にはモンゴル通商サービスセンターが開設

され，ウランバートル市にはイルクーツク市の代表部が設置されることになった

（ 月）。モスクワでのチェチェン武装集団による劇場占拠事件に際しては，モン

ゴル政府はロシア政府の立場を強く支持する声明を発表した（ 月）。

その他，グリズロフ内務相の来訪（ 月），ミロノフ連邦議会評議会議長の来訪

（ 月），チャイカ法相の来訪（ 月），ニャムドルジ法相のロシア訪問（ 月）ほか

経済，文化関係の大臣レベル交流をはじめ，幅広い分野の協力が進んだ。

ちなみに， 年 月現在でモンゴルに対するロシアの投資企業は 社，永

住ロシア人約 人，常駐の企業駐在員および専門家などは約 人となってお

り，貿易の比重は相対的に落ちてきてはいるが，輸入国としては中国を抜いて一

位の座を占めている。

対中国関係

中国との関係はエンフバヤル首相の公式訪問（ 月），石広生・対外貿易経済合

作部長の来訪（ 月）などがあり，両国関係はさまざまな分野で交流を拡大するな

ど，順調に推移した。

エンフバヤル首相の訪中はチョローン外相，ジグジド・インフラ開発相はじめ

企業関係者を伴い，北京での朱鎔基首相との公式協議，江沢民国家主席，李鵬全

人代常任委員長らとの首脳会談はじめ深 経済特別区，香港，内モンゴル・フフ

ホト市を訪問するなど活発な外交を展開した。
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また同訪中時には，中国側からの対モンゴル無償援助（ 万元）を柱とした政

府間経済・科学技術協力協定が締結され，また中国がモンゴルに対し 万元相

当の石油を無償供与する合意がなされた。またモンゴル商工会議所と中国貿易支

援協議会間に協力協定が結ばれ，両国のビジネス関係者会合が開催された。また

エンフバヤル首相は傳志寰・鉄道部部長との会談で，アラシャーント チョイバ

ルサン間の鉄道敷設，モンゴル国内の鉄道貨物輸送力拡大，新規鉱山の鉱物輸送

協力などを要請した。

フフホト市ではオヨンチメグ自治区人民政府主席と会談し，貿易の拡大，共同

プロジェクトの実施，国境周辺間の地域交流拡大，ビジネス業務の障害除去，自

動車および鉄道による往来の拡大，鉱物資源の共同活用，石油供給などに関して

意見交換を行い，また中国石油天然ガス株式有限会社（ペトロ・チャイナ）の精油

所などを視察した。

石広生・対外貿易経済合作部長の来訪時には， 年および 年に中国から

モンゴルに供与された借款の返済期限の 年延期が合意され，また 万元の対

モンゴル無償援助が合意された。

この他にもさまざまな協力拡大が図られた。主なものとしては以下がある。ウ

ランバートルで開催された国際鉄道 カ国会議（モンゴル，ロシア，中国，北朝鮮，

カザフスタン，ベトナムが参加）で中国がモンゴルの鉄道輸送力向上に向けて 億元

の支援を表明（ 月）， 年 月の政府間合意に基づく石油無償援助の供給開始

（ 月），スフバートル県ダリガンガ地方の石油探査事業に中国企業が参加意思表

明（ 月），中国の生鮮食品の輸入安全基準で議定書締結（ 月），内モンゴルと境

を接するドルノド県ハタンボラグ村に税関所新設（ 月），国境を流れるハルハ河

（ドルノド県）に中国の資金による橋梁建設に合意（ 月），中国からの低利借款で

建設中のトムルト・オボー鉱山の中国人専門家らの宿舎費免除措置（ 月），ウブ

ルハンガイ県の軍将校宿舎が中国の資金援助で完成（ 月）等々である。

一方，両国関係をぎくしゃくさせる問題も若干起こった。その一つがダライ・

ラマ 世のモンゴル訪問だが（ 月），中国側が反発して一時ザミン・ウデ 二連

浩特（エレンホト）間の国境を 日間閉鎖し，旅客 人，貨物用の 車両が立ち

往生した。またダライ・ラマ来訪中にウランバートルで国際鉄道 カ国会議が開

催中であったが，冬期の列車増便で カ国が合意したものの，中国だけは抗議の

意味を込めて合意しなかった。だが双方とも問題を複雑化することを避けた結果，

大きな政治，外交問題とはならなかった。
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この他の特記される動きと

しては，中国元での銀行間送

金開始（ 月），両国間国境標

識の共同設置作業開始（ 月），

李鉄映・共産党中央委政治局

員来訪（ 月），中国オリンピ

ック委員会委員長来訪（ 月），

ハルハ河国境付近で中国軍服

の 人が越境し発砲，モンゴ

ル側が文書で抗議（ 月）等々

が上げられる。

対日本関係

年は日本・モンゴル国

土地の私有化に着手

交樹立 周年の記念すべき年であった。同記念に当ってさまざまなイベントが催

されたが，特に注目されたのは秋篠宮ご夫妻が皇族として初めてモンゴルを公式

訪問したことであった（ 月）。秋篠宮ご夫妻は 周年記念事業に出席されたほか，

ゴビやモンゴル帝国遺跡のカラコルムを訪問するなど 日間にわたって滞在し，

またモンゴルのマスコミが連日，ご夫妻の動向を詳しく報道するなど両国の親善

ムードを高めた。

また国交 周年に当ってはトムルオチル国会議長の訪日（ 月），海部俊樹元首

相を団長とする国会議員団の訪問（ 月），ウランバートルにモンゴル日本セン

ター開所（ 月），ウランバートルで記念シンポジューム開催（ 月），また各種コ

ンサート，展覧会などが盛んに催され，大相撲でのモンゴル力士の活躍とも相俟

って，あたかもブームのような観さえある 年であった。 この他の特記事項と

しては，成田 ウランバートル間に定期便就航（ 月），エルデネチョローン外相

の訪日などがあった。

こうした友好ムードの中， 年も ODA はじめ官民あげての対モンゴル支援

が進められた。日本の対モンゴル援助の重点分野は， 産業振興のための経済基

盤および条件整備としてエネルギー，運輸，通信などのインフラ整備， 市場経

済移行のための知的支援，人材育成， 農業，牧畜振興， 基礎生活支援として

教育，保健，医療，水供給等々となっており，そうした枠組みの中で活発な支援



が行なわれた。こうした支援の中で特に教育，医療，牧畜などに対する 草の

根 無償協力，また次年度に向けて合意された太陽熱発電所設置や野生馬ホラン，

雪豹イルベス，ゴビ熊マザーライの繁殖計画などは，身近に支援が感じられるせ

いか，モンゴル国民に強い印象を与えている。

交流の深化の一方で，丸紅がボヤン社に対して貸し付け代金の返済を求めて裁

判所に提訴し（ 月）， ディーゼル発電設備供与のODA を巡って，三井物産の担

当者によるモンゴル高官への贈賄疑惑が取りざたされ（ 月），またモンゴル人不

法滞在者の急増が日本のマスコミでもたびたび報道されるなど，諸問題も顕在化

してきた。

その他

年もアジア諸国や欧米に対する積極的な外交活動がみられたが，特に注目

されたのは，エンフバヤル首相のベトナム，インドネシア，シンガポールなどの

東南アジア訪問である（ 月）。

ベトナムとの間では関税協力・相互援助協定，保健部門協力協定などに調印し，

またベトナムからモンゴルへの小規模水力発電所機器供給，薬品工場建設，建設

部門協力などが協議された。インドネシアとの間では主に経済，通商協力拡大問

題が協議され，相互の製品の直接供給などで合意し，また植物検疫および家畜医

療部門協力協定，公務および外交ビザ相互免除協定などに署名した。シンガポー

ルとの間では，二重課税防止，脱税防止協定に調印し，またモンゴル総領事館設

置で合意した。

この他の動きとしては，ビャンバドルジ国会副議長のインド，ラオス訪問（

月），セゼル・トルコ大統領の来訪（ 月），バガバンディ大統領のカザフスタン，

ウクライナ訪問（ 月），アカーエフ・キルギススタン大統領の来訪（ 月），ソム

サワット・ラオス副首相兼外相の来訪（ 月），アナン国連事務総長の来訪（ 月），

トムルオチル国会議長のタイ訪問（ 月）などが注目された。

また北朝鮮との交流活発化も注目された。北朝鮮との間では韓国と国交樹立後，

閣僚級の交流が途絶え，それぞれ大使も引き揚げていたが，白南舜・北朝鮮外相

が公式来訪し，無効となっていた友好協力条約に調印し（ 月），またモンゴル政

府は正式に大使を任命し赴任させたのである（ 月）。この他，政府間経済・科学

技術協力委員会会議開催（ 月），ユ・シイ・ヨリ国立銀行総裁の来訪（ 月），

リ・イン・ジェグ国会議員の来訪（ 月）など，交流の進展がみられた。なお中国
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経由で北朝鮮からの亡命者がモンゴルに違法入国し，韓国へ送還されるという事

件がたびたび報道された（ 件， 人）。

また台湾行政院が 月 日，自国領土を示す地図からモンゴルを除外し，正式

にモンゴルを独立国家として認めたことも特記される（ 月）。モンゴル・台湾が

相互に代表所設置を決定するなど，経済交流の活発化を反映したものであるが，

中国政府が反発した。

年の課題

年のモンゴルにとっての課題は多い。最大の課題は土地の私有化であろう。

本文でも述べたように， 年 月 日施行となっているが，歴史的事業と言っ

ていい。ただ，モンゴル人の価値観の転換さえ迫ろうという大事業にもかかわら

ず，まだ十分な法整備はなされておらず，問題は山積している。どの土地が私有

化されるのか，希望どおりの土地が実際に入手できるのか，これから世帯を持つ

ものはどうなるのか，外国在住者の権利は保障されるのか等々，国民の不安，不

満は高まっており，適正な私有化が実施されないと大きな混乱を呼び起こす危険

さえはらんでいる。

また大型企業の民営化，教育研究機関や医療機関などの社会部門の民営化が重

要な課題となる。 年に最大銀行である貿易開発銀行の外資企業への売却は完

了したが，農牧畜銀行やMIAT はじめ大型企業の民営化は計画より遅れ気味で

あり，この加速化が求められている。そして 年からは教育機関，医療，福祉

機関などの社会部門の民営化が本格的に開始される。

政府は 年の GDP 成長を ％とし， GDP に占める工業部門の割合を ％，

農牧畜部門の割合を ％とする目標を掲げた。とりわけ自然，気象の変化に適応

できる農牧畜業の発展を目指し，牧畜民のイニシアチブを引き出し，また外国の

プロジェクト資金を共同組合創設に振り向けるなどして，農牧畜業の低迷を食い

止めることを計画している。

また国会は 年の経済，社会振興基本指針を採択したが（ 月 日），そこで

は既存のエネルギーシステムに適合しない地域における風力発電所設置，県レベ

ルの卸売り市場の開設，ミレニアム道路の推進などを掲げている。

（亜細亜大学学長）

年の課題
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長の詐欺事件など調査。

日 丸紅，ボヤン社に対して融資返済を

求めて提訴。

北朝鮮人 人がザミンウデから越境，韓

国へ亡命希望表明。 日にも 人越境。

日 政府，失業対策で小規模融資策決定。

モンゴル・ロシア間の国境線を両国の精

査でこれまでより 長い と確認。

日 大統領，森林・草原火災予防に関し

て関連省庁大臣，自治体首長に対策を指示。

日 国防大臣，ベルギー公式訪問。

日 カシヤコフ・ロシア首相来訪，

両国経済・通商協力議定書，モンゴルの対ロ

シア債務返済調整議定書，領事協定など署名。

日 社会政策常任委員会，教育法改正案

審議で 歳入学， 年教育の導入を決定。

月 日 人民革命党幹部会，最近の民主党

の人民革命党批判に厳しく反論。

日 民主党が反政府集会を開催し， 選

挙公約不実行，報道の自由制限 と政府批判。

日 民主党幹部会議を開催，ドルリグジ

ャブを党首に再選。

日 エンフバヤル首相，ドイツ訪問。

成田 ウランバートル間直行便就航。

日 エンフバヤル首相，モスクワでカシ

ヤノフ首相と会談。

日 教育・文化・科学国家監査委員会，

各種高等教育機関の違法実態を報告。

月 日 政府， 需要を満たしている と

して新規タクシー会社の参入不認可を決定。

日 チンギス汗生誕 年記念日。

国会，新 教育法 採択。

国会，新 初等・中等教育法 採択。

日 エンフバヤル首相が国連特別総会出

席，ルーマニア大統領，リヒテンシュタイン

首相らと会談。

月

月

重要日誌重要日誌 モンゴル 年モンゴル 年

月 日 西部各県での小麦粉輸入税免除措

置を 月 日まで延期。

日 国会，新 刑法 採択。

日 国会第 選挙区補欠選挙で ・ウブ

グンフー（人民革命党）が当選。

日 エンフバヤル首相が中国公式訪問，

中国側が 万元の無償援助表明。

日 国会，新 民法 ， 刑事訴訟法 な

どを採択。

日 新憲法施行 周年記念。

日 政府，西北部地域 県の雪害対策に

億 拠出。

日 政府， 年を 外国投資導入支援

年 と位置づけ。

日 モンゴル・中国友好協会幹部会議長

に ・ジャンツァンノロブを選出。

日 エンフバヤル首相がダボス会議出席，

中央アジアの将来 部会の議長務める。

月 日 トムルオチル国会議長，ロシア訪

問。

日 国家民営化委員会， モンゴル郵

便 の株売却など 項目を審議。

日 政府，雪害に 億 の追加支援。

日 トムルオチル国会議長，訪日。

日 クウェートが道路建設などに 万

の低利借款。

日 政府，ウランバートルの 万戸を無

煙ストーブに切り替える計画を発表。

日 国民勇気党と共和党が合併して新党

結成，党名は共和党，党首は ・オヨン。

日 ガンゾリグ産業・通商大臣がロシ

ア・チタ州を訪問し，石炭供給，ボルド チ

ョイバルサン間鉄道改修など協議。

トムルオチル国会議長，トルコ訪問。

月 日 韓国警察関係者来訪，ハナマサで

の韓国人暴力事件，ディスコクラブ韓国人社

月

月

月



アジア開発銀行，身体障害者支援に

万 拠出。

日 政府，オーストリアに大使館開設を

決定。

日 国会， 軍事に関する法 ， 弁護に

関する法 など採択。

日 モンゴル軍専門部隊が国連の安全確

保業務に参加，米軍と合同で医療支援訓練。

ドルリグジャブ元エルデネト社長の業務

上横領事件に関し，国会調査委が報告提出。

日 チャクマロル・トルコ国防相来訪。

日 サンフランシスコ，ロサンゼルス両

市はモンゴル人の犯罪多発で，今後モンゴル

人の永住許可せずとモンゴル大使館に通報。

中国が 年 月の政府間協議による

万元無償援助分として石油援助実施。

スイス・アメリカ合弁企業が商業・開発

銀行の株 ％を 万 で買収して傘下に。

日 大統領，国会に 麻薬撲滅法 （案）

を提示，国会は早急な審議を約束。

日 モンゴル・北朝鮮政府間経済・科学

技術協力委第 回会議開催。

政府，銀行不良債権処理機関の設置決定。

日 ロシア，雪害と旱魃対策に 万

相当の小麦援助。

日 イルクーツク市でモンゴル通商・

サービスセンター起工式。

月 日 中国・モンゴル国境標識改修作業

開始，旧標識 柱撤去，新たに 設置。

セゼル・トルコ大統領来訪，両国軍事部

門協力協定，国防産業協力協定，軍総司令部

間協力協定など締結。

日 バガバンディ大統領，アジア諸国信

頼醸成・協力首脳会議出席でカザフスタン訪

問。

日 国会が 土地法 採択， 年 月

日施行。

月

日 ウランバートルでアジア太平洋商工

業会議所第 回会議開催。

日 ・ゼネー国会議員死去。

日 政府，外国人のモンゴル国籍取得規

則を決定。

日 秋篠宮殿下が国交 周年記念行事参

列のため来訪，南ゴビなど地方 県を視察。

日 ミレニアム道路建設に香港の建設会

社など数社が参加意向表明。

日 バガバンディ大統領，スイス，リヒ

テンシュタイン，ウクライナなど歴訪へ。

政府，雪害対策に 億 拠出決定。

日 石広生中国対外貿易経済協力部長が

来訪し，対モンゴル借款返済期限の 年延長

（ ， 年借款），対モンゴル 万元無償

援助などに合意。

日 グリズロフ・ロシア内務相が来訪，

業務交流，麻薬，武器売買，国境越え家畜泥

棒防止などを盛り込んだ協力議定書署名。

日 国会， 土地私有化法 を採択，施

行は 年 月 日。

国会， 自由地域法 ， アルタンボラグ

商業自由区の権利に関する法 など採択。

国会，社会部門の変革・刷新，民営化の

基本方針を採択。

日 アメリカの対モンゴル経済支援

（ 万 ）を盛り込んだアメリカ・モンゴル

政府間協定締結。

月 日 電気料金，暖房料金を引き上げ。

日 イルクーツク州が代表部をウラン

バートルに開設。

日 国会が 検察組織法 ， 裁判法 な

どを採択。

日 ウランバートルで第 回モンゴル支

援国会合開催。 カ国， 国際機関が参加し，

総額 億 万 の支援表明。

日 国立大学，教育大学，文化芸術大学，

月

年 重要日誌



農牧畜大学，国立中央図書館など教育，社会

部門 件の国有財産民営化追加リストを発表。

日 ニューヨークでモンゴル・アメリ

カ・ビジネス会開催，アメリカ側 社参加。

日 政府，冬営準備に向けて地方自治体

首長に対し 項目の指示。

日 日本の協力でソーラー発電所（

h）設置合意。

日 アカーエフ・キルギス大統領来訪。

日 スフバートル県ダリガンガ地方など

での石油探査事業に中国企業が参加希望。

政府，国民の生活最低水準改正。

国会， モンゴル・エネルギー総合シス

テム計画 採択。

エルデネチョローン外相，訪日。

ウランバートルで東北アジアの非核・制

限地域化に向けた国際会議開催。

日 銃砲所持登録開始。

日 ミロノフ・ロシア連邦議会評議会議

長来訪。

ドイツ経済協力・開発省代表団来訪，失

業対策への協力申し出。

日 韓国企業代表団来訪（約 社），経済

協力セミナーなど開催。

日 中国ビジネス支援評議会主席ら中国

企業代表団来訪。

月 日 政府，旱魃などを配慮しナーダム

開催自粛を決議。

日 白南舜北朝鮮外相，条約，協定など

調整のため来訪。

バガバンディ大統領， 裁判法 の一部

に拒否権発動。

日 政府，自然環境保護に関する 年

までの政府実施計画を作成。

日 ナサンジャルガル農牧畜相兼収穫委

議長が旱魃被害に対応して作物，干し草収穫

時期を早めるよう地方自治体首長に指示。

月

日 政府，森林・草原火災予防，消火活

動にロシアの技術，機材支援受入れを決定。

日 ソムサワート・ラオス副首相兼外相

来訪，内陸国の立場から国連活動協力で合意。

日 残留農薬問題などで野菜，果物など

の輸入に関し中国と議定書。

首都ソンギノ区で 頭の羊，ヤギが炭疽

病で死亡。

日 森林・平原火災拡大でエンフバヤル

首相が関係機関に対策強化の緊急指示。 都

県の カ所で延焼中。

日 ウランバートルで第 回アジア太平

洋森林会議を開催。

日 国会， 裁判法 に対する大統領発

動の拒否権を承認せず。

国会，国家行政機構改革を承認。

月 日 中国と国境接するドルノゴビ県ハ

タンボラグ村に新税関所開設。

日 政府，民間のエネルギー機関に 億

万 の支援決定。

政府，ナーダム経費削減など税金の浪費

防止措置決定。

政府，中国との国境を流れるハルハ河，

ヌムルグ河（ドルノド県）に中国の資金で橋梁

建設を決定。

日本の国会議員 人， 月分給与から

各 拠出し，火災支援基金創設。

日 三井物産の ODA 収賄疑惑でモ外務

省，見解を発表，事実解明に日本へ協力表明。

ウムヌゴビ県ハンボグド村で 年前の

銅採掘所発見。

中国オリンピック委委員長が来訪。

日 モンゴル，ロシアと知的財産機関間

協力協定に調印。

日 国会第 選挙区議員補欠選挙で ・

バトボルド（人民革命党）が当選。

日 モンゴル・ドイツ政府間開発政策協

月

モンゴル



力会議開始，経済，市場経済発展，環境保護，

エネルギー協力などを協議。

日 チャイカ・ロシア法務相が来訪，

年法務省間協力基本方針議定書に

署名。

日 政府と世界銀行共催で外国投資会議

開催，中国，ロシア，アメリカ，ドイツ，日

本，カナダ，韓国など参加。

日 李鉄映中国共産党中央委政治局員が

来訪。

月 日 公務員給与，年金など引き上げ。

モンゴル・北朝鮮政府間の経済・科学・

技術協力会議を開催。

日 エンフバヤル首相がベトナムを訪問

し，関税協力，保健協力協定などに署名。

日 偽造卒業証明書で 人が学校追放。

トムルオチル国会議長，トルコ，ベル

ギー，ルクセンブルグ，フランス，タイなど

を歴訪へ。

日 エンフバヤル首相がインドネシア，

シンガポール歴訪へ。

ニャムドルジ法相，ロシア訪問。

日 モンゴル・ウクライナ政府間経済・

通商会議。

日 アナン国連事務総長が来訪，国連事

務所開所式に出席。

日 政府，国境税関所の刷新強化を指示。

日 外務省，モスクワのチェチェン武装

集団の劇場占拠事件でロシア政府支持，テロ

非難声明を発表。

日 ベルギー国防大臣が来訪。

月 日 ダライ・ラマ 世が来訪。

ウランバートルで国際鉄道 カ国会議開

催，中国除き冬期増便で合意。

日 中国がダライ・ラマ来訪に抗議しザ

ミンウデ国境を 日まで閉鎖，旅客 人，

月

月

貨物 車両が足止め。

土地法 改正求め農民がトラクター

台をスフバートル広場に並べてデモ。 日に

スフバートル区長令でトラクターを強制撤去。

日 ウブルハンガイ県の軍将校住宅，中

国軍援助で完成。

日 政府，ドイツと協力の中小企業財政

支援計画を 年 月まで継続決定。

日 北朝鮮人 人が違法入国。

日 料金支払い停滞でロシアが西部 県

への電力供給制限，政府は 県に 億 万

の緊急低利融資を決定。

日 MIAT（モンゴル民間航空）社の民

営化で外国 社の入札を審査。

日 新国際空港候補地にゾーン・モド市

西南のフシグティーン・フンディを選択。

国会が 年度経済・社会振興基本指針

採択。

日 ゾリグ殺害犯逮捕の有力情報提供者

に 億 提供すると法相が発表。

日 犯罪，自然災害，税関業務協力など

国境地域問題でモンゴル・ロシア政府間協議。

月 日 衛生検査など古着の輸入規制開始。

日 商業・発展銀行，正式にアメリカと

スイスの企業合同体に経営移管。

年の社会部門民営化リスト発表。

政府，健康保険控除額決定。

日 国会， 借款・援助調整法 を審議。

日 外務省， ハルハ河流域で中国軍服

の 人が越境し，発砲 と文書で抗議。

日 政府，農牧畜省などの冬営状況報告

を聴取し，干し草，飼料支援決定。

日 政府，社会保障額，労働最低賃金な

ど決定。

ドルノゴビ県ハタンボラグ村（中国・内

モンゴルとの境）に新税関所開設。

月

年 重要日誌
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で，うち輸出が 億 万 ，輸入が 億

万 であった。貿易収支は 億 万 の赤

字が出たが，これは昨年比 万 の増加で

あった。

貿易赤字が増加したのは，輸出の ％を

占める鉱産物および毛織物部門の主要産品で

ある銅精鉱価格が平均 ％下落，梳毛カシ

ミヤ価格が ％下落したことが大きく影響

した。

〔輸 出〕

先進 カ国への輸出は前年比 ％増加し

たが， EU 諸国は ％，隣国（ロシア，中

国）は ％それぞれ減少した。

主要輸出産品である鉱産物は前年比 万

，織物・織物原料は 万 ，生体家畜・

畜産品は 万 ，畜産原料および加工皮革，

野生動物毛皮などは 万 ，それぞれ減少

した。

銅精鉱の実質輸出量は前年比 ％減であ

ったが，金額の面で ％減少した。これは

年に銅精鉱は 当たり平均 で

あったのが， 年には に下落した

ためである。この価格下落だけで輸出額が

万 減少した。

〔輸 入〕

先進 カ国からの輸入は前年比 ％，

EU 諸国からは ％それぞれ減少したが，

隣国（中国，ロシア）からは ％増加した。

前年比で植物産品の輸入は 万 ，加工

食品は 万 ，織物・織物原料は 万 ，

機械設備，電気製品，音響機器などは 万

，それぞれ増加したことが輸入増大に影響

した。

前年比で小麦粉輸入は 万 ，小型自動

車 万 ，電力 万 ，自動車用ガソリン

万 それぞれ減少した。

年経済成果（抄訳）

（ 年 月統計月報，国家統計局）

．国家財政

年の歳入および援助の総額は 億

で計画を ％超過達成した。歳出は 億

で，財政収支は 億 の赤字であった。

経常収入は 億 ，経常支出は 億 で

経常収支は 億 の黒字であった。

税収入は前年比 ％増であった。歳入の

％は税収， ％は税外収入， ％は

援助が占めた。

．物 価

年 月の消費者物価指数は年初比で

％，前月比で ％それぞれ上昇した。年

初比で食品価格は ％下落し，その他は

％上昇した。前月比でみると， 月の

物価は調査対象 品目のうち ％が上昇

し， ％が下落し， ％が安定状態であった。

月の前月比物価指数は，ホブド，ドルノ

ド，ドルノゴビ，バヤンウルギーの各アイマ

グで ％下落し，ウムヌゴビが安定，

他は ％上昇した。

．金融，株式

モンゴル銀行によれば， 月末現在の通貨

供給（M）は 億 で，昨年同期比 ％

増，前月比 ％増であった。 月末現在，

外貨準備高は ％（ 億 ），個人および法

人の定期預金残高は ％（ 億 ），非定期

預金は ％（ 億 ）それぞれ増加した。

月末現在，法人および個人への貸し付け

残高は前月比 ％増加し， 億 に達し

たが，うち ％（ 億 ）は不良債権である。

不良債権は前年同期比で ％減少した。

．外国貿易

年の貿易総額（暫定値）は 億 万

年 参考資料



．工 業

年の工業総生産は 億 （ 年価

格）に達し，前年比 ％（ 億 ）増であった。

前年と比較して加工業が ％増，電力，熱

力，水供給が ％増であったが，鉱山，採

掘部門が ％低下した。

加工業のうち，食品，甘味飲料 ％，織

物 ％，衣類，毛皮製品 倍，製紙部門

倍，印刷 ％，鉄加工 ％，機械設

備以外の鉄製品 倍等々，それぞれ増加し

た。

統計調査対象の 品目のうち，モリブデ

ン精鉱，電力，熱力，セメント，石灰，金銀

加工品，アルコール，カシミヤなど 品目が

前年比増加した。

．牧 畜

年末の家畜算出結果（暫定値）によると，

全国の家畜数は 万頭，うちラクダ 万

頭，馬 万頭，牛 万頭，羊 万頭，

ヤギ 万頭であった。

家畜総数は前年比 ％（ 万 頭）減少

したが，うちラクダが ％（ 万 頭），

馬 ％（ 万 頭），牛 ％（ 万 頭），

羊 ％（ 万 頭），ヤギ ％（ 万

頭）それぞれ減少した。

年初における妊娠母家畜の ％（ 万

頭）が出産した。生れた子家畜の ％（

万頭）が成長したが，これは前年比 万

頭の減少であった。しかし子家畜育成率は

％増であった。

年に全国で不測の事態で死亡した家畜

数は 万頭であったが，これは前年比 万

頭減であった。死亡した家畜の ％がヤギ，

％が羊， ％が馬， ％が牛， ％

がラクダであった。

．農 業

年に 万 の穀物， 万 の

馬鈴薯， 万 の野菜を収穫した。その

結果前年比で穀物が ％（ 万 ），馬

鈴薯が ％（ ），野菜が ％（

），それぞれ減少した。

当たりの収穫量は穀物 ツェントネ

ル，馬鈴薯 ツェントネルで，前年比穀物

ツェントネル，馬鈴薯 ツェントネル減

であった。

年に 万 の干し草， 万

の飼料を準備したが，これは前年比で干し草

が ％増，飼料が ％増であった。

．運輸・通信

年に 万 の貨物，延べ 億

万人の旅客を輸送したが，これは前年比

で貨物 ％増，旅客 ％増であった。

前年比で鉄道輸送は貨物で ％，旅客で

％増加した。だが国内旅客輸送は ％減

であった。また自動車輸送は貨物 ％増，

旅客 ％増であった。

．失業者

年末現在，全国で失業登録機関に登録

済みの失業者は 万 人で，これは前年比

％（ 人）減であった。

全国失業登録者の ％が女性である。年

齢構成をみると，失業者の ％が 歳，

％が 歳， ％が 歳， ％

が 歳である。また学歴でみると，失業

者の ％が高等教育， ％が特殊中等教

育， ％が中等教育修了者である。

．犯 罪

警察庁の報告によれば， 年の犯罪件数

は 万 件で，前年比 ％減少した。過

失致死事件，強盗事件などは大幅に増大した。

モンゴル



主要統計主要統計 モンゴル 年モンゴル 年

基礎統計
）

人 口（年末， 人）
消 費 者 物 価 上 昇（％）
失 業 者 数（年末， 人）
為替レート（ ドル トグリグ，年末）

）

（注） ）暫定値。 ） 年より国内居住者のみの統計。
（出所） 年 月号，

， 年 月号。

主要経済指標

G D P 成 長 率（％）
工業総生産（ 億トグリグ， 年価格）
工 業 総 生 産 成 長 率（％）
投 資（ 億トグリグ，名目）
国 家 歳 入（ 億トグリグ）
国 家 歳 出（同上）
財 政 収 支（同上）
貿 易 総 額（ 万ドル）
輸 出（同上）
輸 入（同上）
貿 易 収 支（同上）
総 家 畜 数（ 万頭）
子 家 畜 育 成 数（ 頭）
出生数に対する育成率（％）
（注） 暫定値。
（出所） 表 に同じ。

作物収穫高

年
穀 物 馬 鈴 薯

野 菜
（ ）

総作付面積
（ ha）

総 計
（ ）

ha 収穫
（ ）

総 計
（ ）

ha 収穫
（ ）

（注） 暫定値。
（出所） 表 に同じ。



モンゴル

家畜頭数 （単位 頭）

総 数
ラクダ
馬
牛
羊
山 羊
（注） 暫定値。
（出所） 表 に同じ。

主要輸出品

銅 精 鉱（ ）
モリブデン精鉱 （ ）
蛍 石 精 鉱（ ）
羊 皮（ 枚）
カシミヤ梳毛 （ ）

（注） 暫定値。
（出所） 表 に同じ。

主要輸入品

アルコール飲料 （ ）
米 （ ）
小 麦 粉 （ ）
乗 用 車 （台）
燃 料 用 油 （ ）
デ ィ ー ゼ ル 油 （ ）
ガ ソ リ ン （ ）

（注） 暫定値。
（出所） 表 に同じ。

主要国別貿易構成比（ 年） （％）

輸
出

中国 アメリカ ロシア 韓国 オーストラリア イギリス イタリア 日本

輸
入

ロシア 中国 韓国 日本 ドイツ アメリカ シンガポール オーストラリア

（注） 暫定値。
（出所） ， 年 月号。



年 主要統計

主要工業生産状況

単位 ）

電 力

石 油

石 炭

蛍 石 精 鉱 ）

銅 精 鉱

モリブデン精鉱

金

板 材

セ メ ン ト

石 灰

赤 煉 瓦

建設用扉・窓

絨 毯

フ ェ ル ト

ラ ク ダ 毛 布

ニ ッ ト 製 品

皮 靴

梳毛カシミヤ

小 麦 粉

家 畜 肉

食 用 油

ハ ム 類

パ ン

菓 子

ア ル コ ー ル

ビ ー ル

乳 製 品

ウォッカ，果実酒

飼 料

万 kWh

バーレル

万個

枚

着

足

（注） ）暫定値。 ） 年までは採掘量， 年以降は精鉱。
（出所） 表 に同じ。
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